
 

■【八女市歴史的建築物の保存修理技能講習会ご案内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪プログラム≫ 

時間及び講習内容等 講師 

１３：３０～１４：００ 

２０２４年度、２０２５年度の伝建

修理事業について 

八女市文化振興課歴史まちづ

くり係： 伝建担当 髙口愛 

１４：００～１５：３０ 

市指定文化財・今里家住宅保存

修理事業の概要と建築基準法の

手続きの協議現況・課題 

一社）創造遺産機構 

担当建築士 平宅 正人 

１６：００～１７：３０ 

2025年度伝建修理事業の現場

見学 

今里家住宅➞三浦裕和家➞高

橋宏家➞西紺屋町三軒長屋 

工事中等の物件を廻る 

 

＊ 今里家住宅とは 

＊ 今里家住宅は、八女福島の匠が粋を凝らした居蔵（い

ぐら）とよぶ町家建築の一丁目一番地 ＊ 

今里家住宅は、八女福島の町家建築の特徴である「居蔵」

と呼んでいる白壁土蔵の最古（1838年・天保９の建築）で、

「居蔵造の始まり」とされ、最も重要な町家です。 

建物の歴史と現状は、江戸末期から明治期に活躍した山

形屋・小山田和助（商人）が建設した町家で、昭和初期に提

灯の房を製造・卸を営む今里家が買取り、1995年（Ｈ７）ま

で店舗兼住居として使われて、その後は町並み保存活動

をするまちづくり団体の町並みイベント時などに活用さ

れ、地元で「房屋」の屋号で親しまれてきました。 

しかし、近年急速に老朽化が進んだため使われなくなっ

ていました。 

＊ いよいよ保存修理事業に着手 

現状は、瓦や漆喰壁が落ち、屋根全面にシートをかぶせ

るなど応急処置をしてきましたが、雨漏りによる白蟻被害

や地盤沈下による梁の歪みなどが限界に達していまし

た。奥の離れ座敷についても同様の状況です。 

事業実施は、市による保存活用計画書の作成が２０２４年度

に終了し、保存修理工事は１年遅れて、２０２５年９月に着手

しました。 

いよいよ長年のこの大きな課題を克服するための取組み

で、これまでと違って３年計画で再生修理事業を取組み、総

事業費が２憶円に迫る大がかりな事業です。 

＊ 保存修理事業を担う体制と活用 

新所有者から何とかしてほしいと依頼を受けたNPOまちづく

りネット八女が、まちづくり会社（株）NOTE八女と協働で所

有者に代わり再生修理活用事業を行います。（「分散型町

家ホテル・八女福島商家町」として活用予定です。） 

修理事業には、八女市から充実した伝建保存修理事業

の補助金がありますが、町家ホテルとして活用するには、

特に建物内部の修理・改修にかなりの自己資金が必要で

す。銀行借入というリスクを背負いながら挑戦しています

が、事業を成功させるには融資額の極力低減が必要で、

市のふるさと納税の支援を受けています。 

再生修理工事は、町家の価値を損なわないように、文化財

主任技術者の建築士の監督により実施しています。 

（設計：一社・創造遺産機構、施工：株・黒木建設） 
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◎日時： ２０２６年２月６日  ）１３：３０～ 

◎場 ： おり す八女研修棟2F 八女市本町602-1） 

○参加は無料です。（駐車場は八女市役所へ） 

○参加希望者は、１月３１日までにＥメールで上記の八

女町並みデザイン研究会・責任者（北島）へ申込くださ

い。 

○主催： 八女町並みデザイン研究会 

○共催： 八女市 
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